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ステップ１ 機械包括安全指針に基づくリスクアセスメントを行います。

（1）機械の使用条件を明確にし、機械の制限仕様のシートを作成する。

（2�）全ての危険源を同定してリスク評価を行い、適切なリスクの低減が達成されていないと判断され

た危険源に対してリスク低減方策の実施を検討する。

（3�）検討したリスク低減方策によって適切にリスクレベルを下げることができているか確認し、リス

クアセスメント結果をまとめた表（まとめ表）を作成する。

※メーカーのための機械工業界リスクアセスメントガイドライン（http://www.jmf.or.jp/japanese/standard/pdf/hyojun_guidline.pdf）参照

残留リスク情報ができるまで残留リスク情報ができるまで残留リスク情報ができるまで

機械に接近する人

保守点検作業者・業者

電気設備業者

知識・経験または条件

LPIROAFS策方rLPIROAFS
S1 F1 A1 O1 本質 安全 情報 S1 F1 A1 O1
S2 F2 A2 O2 安全 防護 提供 S2 F2 A2 O2

3O3O
1 運転 作業

者
１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

回転体 運転監視
作業中

外装（シュラウド）の
扉を開いて回転する
機械に接触する S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）の扉
に安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

2 運転 作業
者

１機械的
危険源
1.6衝撃の
危険源

キャッパ
上部

運転作業
中

本体上部カバー閉め
忘れにより、運転開
始直後にカバーと接
触する。

S1 F2 A1 O3 2 b

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S1 F1 A1 O1 1
c

※１
不要 無 採 －

3 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.3切傷ま
たは切断
の危険源

容器搬送
部

噛み込ん
だ容器の

処理

破びんで手を切る。

S1 F1 A2 O2 1 －

取説指示。
ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ注意
事項８に記載。
「破びん除去時の保
護具の着用。」

－ － ○ 無 S1 F1 A2 O2 1 － 不要
有

（注意）
採

RI=1である

が、従来か

ら実施の有

効な方策

4 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

容器搬送
部

噛み込ん
だ容器の

処理

回転体と接触する。

S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

5 運転
（不具合
発生時）

作業
者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

キャップ
搬送部

噛み込ん
だキャップ

の処理

回転体との接触

S2 F1 A1 O2 2 c

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S2 F1 A1 O1 2
c

※１
要

有
（警告）

採

取説に危

険性を明記

し教育訓練

の実施を求

める。

6 型替 作業
者

１機械的
1.6衝撃の
危険源

フィラ昇
降部

高さ調整
作業

フィラ本体と昇降部
分に挟まれる。

S1 F1 A1 O3 2 a

外装（シュラウド）扉に
安全スイッチ取付。

－ ○ － 無 S1 F1 A1 O1 1
c

※１
不要 － 採 －

7 型替 作業
者

１機械的
危険源

1.1押しつ
ぶしの危

険源

キャッパ
本体昇降

部

高さ調整
作業

本体と昇降部分に手
などを挟む

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
　保守点検に関する
注意事項４に記載。
「可動部分に人がい
ないか確認し、声をか
けて注意を促す。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

8 型替 作業
者

１機械的
危険源
1.6衝撃の
危険源

機械周辺
アタッチメ

ント

アタッチメ
ント交換
作業中

アタッチメントを足の
上に落とす。

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
  保守点検に関する
注意事項12，13に記
載。「保護具の着用，
必要に応じ２人作業
を行う。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

9 保守
点検

作業
者

１機械的
危険源
1.1押しつ
ぶし
1.3切り傷

本体の
狭所

機内
清掃中

狭所で手を挟む。
また，頭をぶつける。

S1 F2 A1 O3 2 －

取説指示。
保守点検に関する基
本的注意事項９に記
載。「清掃作業時は，
清掃に適した道具お
よび保護具の使用。」

－ － ○ 無 S1 F2 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

10 保守
点検

周囲
の作
業者

１機械的
危険源
1.4巻き込
みの危険
源

スターホ
イルやび

ん台

機内
清掃中

手回しで回転してい
るスターホイルやび
ん台に手を挟む。

S1 F1 A1 O3 2 －

取説指示。
  保守点検に関する
注意事項４に記載。
「手回し時安全確認
後、声をかけて注意
を促す。」

－ － ○ 無 S1 F1 A1 O3 2 － 不要
有

（注意）
採 －

さら
なる
低減
の要
不要

No.
ライフ

サイクル
対象 危険源

危険
箇所

作業
内容

保護方策の分類
新た
な危
険源
の発
生

危害発生の
シナリオ

イニシャルリスク評価※
備考

（採否理
由などの

記述）

低減後のリスク評価※
残留リス
クの有

無
(注記参照)

方
策
の
採
否

飲料充填蓋閉め機　製品名称 製 番 作成日■■■■ 20##.##.##

＊＊＊＊＊＊＊＊　製品型式 客先名 ■■■■Ｋ.Ｋ

製作仕様書，基本設計図　情報源 RAﾘｰﾀﾞｰ ■■

製品のライフサイクルのうち、「使用」の段階（運転、型替、保守点検）。　範囲
RAﾒﾝﾊﾞｰ

　　■■、　■■、　■■、　■■、　■■

製品のリスクアセスメント資料５項「危険源の例」と照合　手段 　■■、　■■

リスク低減のための保護方策
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ステップ２ 残留リスク一覧を作成します。

（1）まとめ表から残留リスクの項目を抜き出し、残留リスク一覧に入れる。

（2�）まとめ表にない「作業に必要な資格・教育」、「取扱説明書参照ページ」、「機械ユーザーが実施す

る保護方策」等の項目を記入し、残留リスク一覧を完成させる。

ステップ3 残留リスクマップを作成します。

（1�）残留リスク一覧から残留リスクマップに明示する項目を特定し、その場所を示す機械の写真や図

を選定または作成する。

（2�）機械の写真や図に、（１）で特定した項目がどの部分かわかるように表示し、残留リスク一覧の

「No．」と「残留リスク」を記入する。

残留リスク情報の表現の仕方には様々な方法があります。
次ページから、その方法についていくつか例を示します。

残留リスク一覧

No. 運用段階 作業
作業に必要な
資格・教育

機械上
の箇所

危害の
程度

危害の内容 機械ユーザーが実施する保護方策 取説参照項目

1 運転

運転監視作業中

箇所の
特定無し

警告

2 運転
の所箇理処の器容だん込み噛

特定無し
警告

3 運転
噛み込んだキャップの処理 箇所の

特定無し
警告

4 運転
噛み込んだ容器を除去すると
き 箇所の

特定無し
注意

破びんで手を切る。 手袋等の保護具を着用するよう教育訓
練を行う。

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ注
意事項８

5 運転

リジェクト品を回収するとき

A 注意

回転中のリジェクトテーブルに
手が触れる。

リジェクテーブル回転中は、リジェクト
テーブルに手を近づけないよう，教育
訓練を行う。

警告ラベルの項

6 運転

リジェクト品を回収するとき

A 注意

容器に手を挟む。 リジェクト品の回収ときには、新たに排
出されるリジェクト品に注意するよう，
教育訓練を行う。

安全に関する注意
事項６

7 型替

蓋閉め機本体を昇降させると
き

B 注意

手を挟まれる。 手回しするときは稼動部分に人がいな
いか障害物がないか安全確認後必ず
声をかけて合図をするなど、お互いに
注意を促すよう，教育訓練を行う。

保守点検に関する
注意事項４

8 型替
機内を清掃するとき

C 注意
アタッチメントを足の上に落と
す。

交換作業は安全靴等の保護具を使用
するよう，教育訓練を行う。

 保守点検に関する
注意事項12，13

9 保守点検
機内を清掃するとき

箇所の
特定無し

注意
狭所で手を挟む。 狭所を清掃する際は、適切な清掃用具

を用いて作業を行うよう，教育訓練を行
う。

保守点検に関する
注意事項９

10 保守点検
機内を清掃するとき

箇所の
特定無し

注意
頭をぶつける。 機内に進入する際は、ヘルメットを着用

するよう，教育訓練を行う。
保守点検に関する
注意事項９

11 保守点検

機内を清掃するとき

箇所の
特定無し

注意

作業者以外の人が手回しした
ときに、作業者が駆動部分（ア
タッチメント、充填機本体など）
で手を挟む。

手回しするときは稼動部分に人がいな
いか障害物がないか安全確認後必ず
声をかけて合図をするなど、お互いに
注意を促すよう，教育訓練を行う。

保守点検に関する
注意事項４

12 保守点検

チェーンのテンションを調整す
るとき

Ｄ 注意

手を挟まれる。 調整作業は手袋等の保護具を使用す
るよう作業標準を作成し，教育訓練を
行う。

保守点検に関する
注意事項１１

13 保守点検

チェーンのテンションを調整す
るとき

Ｄ 注意

頭をぶつける。 機内に進入する際は、ヘルメットを着用
するよう作業標準を作成し，教育訓練
を行う。

保守点検に関する
注意事項１１

14 保守点検

手回し作業中

Ｄ 注意

頭をぶつける。 機内に進入する際は、ヘルメットを着用
するよう作業標準を作成し，教育訓練
を行う。

保守点検に関する
注意事項１１

15 保守点検

フィルタやパッキンを交換する
とき

箇所の
特定無し 注意

内圧により部品が飛び出して
体に当たる。

作業前にエアーを止め、内圧を抜いた
後に交換作業を行うよう，教育訓練を
行う。

保守点検に関する
注意事項５

16 保守点検

制御盤の点検作業

Ｅ 警告

制御盤の扉の施錠を忘れる
と、制御盤の知識のない者が
電気部品に接触し感電する恐
れがある。

保守点検後、制御盤の扉の施錠し，鍵
の保管が確実になるよう，管理体制を
整える。

安全作業一般

17 保守点検

制御盤の点検作業

Ｅ 警告

使用者が制御盤を改造すると
絶縁不良などで感電するおそ
れがある。

メーカー以外で制御盤内の改造を行わ
ないよう教育訓練を行う。

安全作業一般

18 保守点検
洗浄時に配管やタンク周辺で
作業するとき Ｇ

注意 高温配管にやタンクに触れて
火傷する。

機械の作動中は配管やタンクに触れな
いよう，教育訓練を行う。

警告ラベルの項

19 保守点検
洗浄時に配管やタンク周辺で

Ｇきとるす業作
注意 高温配管にやタンクに触れて

火傷する
機械の作動中は配管やタンクに触れな
いよう，教育訓練を行う。

安全作業一般

回転中の機械に接近しないよう，作業
者に教育訓練を行う。

安全作業一般

取説の内容を
理解し

オペレータ
教育を

受けた者

取説の内容を
理解し

オペレータ
教育を

受けた者

外装（シュラウド）の扉の安全
装置が機能しなかった場合に
は、回転する機械に接触し巻
き込まれる恐れがある。

箇所

I

危険

警告

注意

　　　ー

No.25

No.26,27

箇所

K

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.31

箇所

B

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.7

箇所

C

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.8

箇所

D

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.12, 13, 14

箇所

A

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.5, 6

危険

警告

注意

　　　　　　　　　　ー

No.1, 2, 3, 23, 24

No.4, 9, 10, 11, 15, 21, 22, 28, 29

箇所

J

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.30

箇所

H

危険

警告

注意

　　　ー

　　　ー

No.20

箇所

G

危険

警告

注意

　　　　　ー

　　　　　ー

No.18, 19

箇所

E

危険

警告

注意

　　　ー

No.16, 17

　　　ー

残留リスクマップ 正面 背面

危険

保護方策を実施しなかった場合に、
人が死亡または重傷を負う可能性
が高い内容

警告

保護方策を実施しなかった場合に、
人が死亡または重傷を負う可能性
がある内容

注意

保護方策を実施しなかった場合に、
人が軽傷を負う可能性がある内容

残留リスクマップ・一覧の作成に
当たっては、機械の全体図が示さ
れていること等、「「機械に関する
危険情報の通知」が努力義務にな
りました」パンフレット（最終
ページのURL参照）に示された留
意事項を踏まえて作成することが
必要です。


